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第 1 に中国農村部の高齢化率 1は都市部より高い．中国国家統計局が公表した「2013 年
国民経済和社会発展統計公報」によれば，2013 年に末中国総人口は 13.61 億人，高齢者人
口は 2.02 億人であり，高齢化率は 14.9%であった．そのうち農村部高齢者人口は 1.67 億
人で，全国の高齢者人口に占める割合が 65.8%，総人口に占める割合が 18.3%で，都市部よ
り約 7.0 ポイント高かった（王ら 2014:61）．農村部が都市部よりも高齢化の高い状態は
2040 年まで続くと予測されている（全国老齢工作委員会弁公室 2010）． 
第 2 に農村部の後期高齢者 2の人口規模が大きい．2010 年第 6 回全国人口センサスの統
計によれば，全国の 80 歳以上の後期高齢者人口は 2,000 万人に達し，そのうち農村部は
1,200万人である（李 2014）． 




第 4 に農村部に「失能老人」4が多い．中国における 2014 年末に「失能老人」の数は 4,000
万人に達し，そのうち農村部は 2,622 万人で全国の「失能老人」の数に占める割合は 66.0%
であった（宋 2016:138）．以上のように，農村部では高齢化が進行しており，「空巣老人」
や後期高齢者，「失能老人」の規模も大きい．この問題への対策が急務の課題である． 
                                                     



























①1970 年代末から計画生育制度の実施にともない，農村家族の構造は 4:2:2（老親 4 人:夫




































者は自立的な生活ができなくなっている（劉 2012:13，苗 2016:87，王 2009:7）． 








































































委員会」，「社区」，「養老服務」，「老年人服務」の 6つをキーワードとして 2017 年 9 月 4 日
の時点で検索を行った． 
【A】 農村 村幹部 養老服務 
                                                     










【B】 農村 村民委員会 養老服務 
【C】 農村 社区 養老服務 
【D】 農村 村幹部 老年人服務 
【E】 農村 村民委員会 老年人服務 





統合した論文（表 0-1）は 54 本（巻末資料 1）であり，そのうち，博士論文 2 本，修士論






































表 0-2の定義に基づき，選択した 54 本の論文の中では「調査研究」が 27 本で最も多か








査併用」が 8本，「インタビュー調査」は 3本であった． 

































































る．そして第 4 に本論の調査で得られた村幹部の支援実態から村幹部の役割を読み取る． 






































るため，江蘇省 A鎮における 12 村のうちの 6村の「三主幹」（村党支部の書記，村主任，






















































の役割・機能について考察する．そのため，本章では江蘇省 A鎮 6 名の村幹部を対象とし
てインタビュー調査を実施し，村幹部の農村部高齢者の課題に対する意識，それらの課題
に対する支援，支援にあたっての困難性，今後の期待などを明らかにした． 



















研究目的:問 ω …桝への支援実態お抑制金…し…で村幹部の側機 | 
lil!を宥察する
¥ 
①筋齢者が献ている欄 11②村幹 部山支問 1③支祭実態への影響要因1③鰍からみた役割機能 |
|第l掌農村蹄併が抱えている 側こ着目 第2尊重村幹部に精白


















各時期における村勝(l~の主な仕事 宇土会保障制度架線上の課題に対 生活~~l!lこ対する村幹部の支緩 支緩実態からみた村幹産品の役割 ・t島能





第 1 章 中国農村部における社会保障制度実施上の課題と農村部高齢者に関
する生活課題 



















































 鄭ら（2014）は社会保障制度の範囲と内容を表 1-1 のように示している． 






























































































































































































































































































































































































































農村部高齢者が直面する新型農村社会養老保険制度実施上の課題は次の 2 点である． 



























































る」（趙 2004:11）ことがあった．2005 年 12 月 29 日の第 10 回全国人大常務委員会第 19 次





















































































































農村五保供養制度実施上の課題には以下の 8 点が挙げられている． 
第 1 に五保対象の認定である．宋（2007:98）は「農村五保供養制度の受給条件を満た
す人をすべて保障することができていない．具体的には，民政部の統計によれば，2002



















































































農村最低生活保障制度実施上の課題には以下の 7 点が挙げられている． 


























































































































































































































































































































































施設種類 地　域 運営主体 対象・費用













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                     



















































































                                                     
21 江蘇省統計局は，2016年に江蘇省農村住民の一人当たりの年間平均収入が 17,606 元であ

















































































































































































































































































新型 般的 作医療保険一一 → l③村氏の糊ゆ、II鰍制捜棚、、
@財源不足 Ir;治療鰍州場的
@ 酬 不 足 平 均衡 II⑩側管理の平足
。対象怨:lE:が灘しい





































































































































































i hJ 山 1品川| 
農村郡高節者の錬題































第 2章 中国農村部における村幹部の歴史的変遷と仕事および役割 
















































































































































































































































                                                     
25 建国初期（1949-1954 年）の農村においては郷と行政村の政権が併存していた．末端行政機
関は主に①郷の政府と行政村の政府，②県の派遣機構としての区公所の下に置かれる郷政
府，という 2 形式があった（万ら 2011:52，項 2005:136）．当時の村は行政村と自然村に分
けられる．自然村とは，地理環境によって形成される自然的な村落である．行政村とは，行
政管理の要求に基づき区画された単位であり，1 つの自然村もしくはいくつかの自然村から












































































するため，生産大隊と生産隊について検討する．1961 年に中国共産党第 8 回中央委員会第






































































の下で，1998 年に第 9 回全国人民代表大会常務委員会第 5 次会議は「村民委員会組織法
（改正草案）」を可決した．村民委員会の位置づけと内部構造は 1987 年の「組織法（試行）」






































                                                     













































































































































































































































































































ると指摘している．寧（2011）は 1980 年代-1990 年代初期において中国社会科学院が実施
した「百県市経済社会調査」に基づき，村幹部は一般的機能，経済的機能，社会的機能と
いう 3 つの機能を果たしていることを明確にした（寧 2011:126-7）．寧（2011）の示した
一般的機能は陳（2001）の政治的機能・文化的機能と同じである． 
村幹部が自治機能やサービス提供機能を十分に遂行していない理由として，村民委員会
と党支部，鎮政府との関係が対立していること（孫ら 2003:286-7，李 2009:35，羅 2001:17，
楊 2007:30）や，村の財源が減少していること（李 2009:36），人民公社時代から残された













的に検討した孫（2009）は村幹部の仕事を国家の任務と社区の業務の 2 つに分類し，6 省
で質問紙調査を行った．また，郭ら（2011）は村幹部の仕事を国家の業務，村の業務とそ





















                                                     
32 王（1991）は村幹部が「境界線の地位」としての役割であるとしている．「境界線の地位」
とは，村幹部は行政管理体系（幹部体系）と村民自治体系（村民体系）の境界線に立って


































第 5 節 村幹部の動機づけおよびその影響要因 
中国のデータベース「中国知網」を用いて，「村幹部」と「動機」をキーワードに検索し




















余ら（2008）は珠江三角州 9 都市 3557 郷鎮 103 村の 93 名の村幹部に調査を行い，村幹
部の動機づけと個人属性の差異を検討した．余ら（2008）は村幹部の動機づけとして①権
力動機〔a 政府からの支持，b 政府からの監督〕，②達成動機〔c 趣味として村幹部を担当




郭（2013）は陝西省合陽県 10 郷鎮 110名の村幹部に質問紙調査を実施した．村幹部の動
機づけとして①声望・面子〔a 村内での社会的声望を高める，b 自分および家族の声望を高
める，c 村内での面子を保つ，d 村内での社会的地位を高める〕，②達成動機〔e 村民のた
めに仕事を行い，一定の達成感を得る，f 自分が村幹部を担当することができることを証
明する，g 趣味として村幹部を担当する〕，③金銭動機〔h 一定の手当補助を得る，i 一定
                                                     
35 珠江三角州 9 都市は，広州，深圳，佛山，東莞，中山，珠海，恵州，江門，肇慶を指す． 
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庭の生活状況を改善する，c 手当補助を得る，d 老後の保障を得る，e 家族の保障を得る，
f快適な退職後の生活を望む，g 他の収入を得る，h 村の主要な資源を支配する，i村内の










こと，経験年数 7-9 年→4-6年→1-3 年の順で村幹部は名誉動機が高くなること，動機づけ
の 5 因子は貢献動機―昇格動機―経済的利益動機―宗族動機―名誉動機の順で強いことが
わかった． 
                                                     
36 在職消費とは，手当以外の収益（グレー収入）を得ることである． 
37 宗族とは，中国人社会によく見られる父系親族組織である（陳 2014:138）． 
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第 6 節 村幹部の仕事の困難性およびその影響要因 
























































































































































































































































































































































は郷鎮企業 39が発展している地区である．A 鎮（面積 96km2）の 2012 年末に総人口は 4.1
万人，そのうち高齢者人口は 7,473 人で総人口に占める割合が 18.4％であり，12 村で構
成される． 
前述した「三主幹」は村全体を管理し，村内の高齢者の実態を熟知している．そのため，
本章では，A 鎮の 12 村を経済発展の程度によって 3つに分類し，その中から 2 村ずつ計 6





村を選び，各村の「三主幹」から 1 名ずつ推薦された計 6 名の村幹部の協力を得た．調査
協力者の基本属性は表 3-1のとおりである． 




















ID 性格 年齢 戸籍 担当年数 担当役職 住所 居住年数 
A 男 58 非農村 38 会計 当村 58 
B 男 52 農村 20 副書記 当村 52 
C 男 52 農村 32 主任 当村 52 
D 男 56 農村 36 主任 当村 56 
E 男 55 農村 25 書記 当村 55 

























                                                     
40 「グループ編成を何段階まで進めたらよいか．これについては，最終の束（一匹狼も一束
と同格として扱う）が数束以内であること，いくら多くても 10 束以内であること」（川喜
田 1986：154）という KJ 法のルールがある．しかしながら，本論では 15 の小さい島が形成
され，さらに統合すれば 7 の大きな島に統合される．つまり，1，4，7 を｛Ⅰ高齢者の生活
問題｝とし，2，5，8 を｛Ⅱ村幹部の解決策｝とし，3，6，9 を｛Ⅲ困難性｝とし，10 を
｛Ⅳ社会の冷たい目｝とし，11 を｛Ⅴ党員からの補助｝とし，12 を｛Ⅵ使命・やりが






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                     



















































































第 4章 農村部高齢者に対する村幹部の支援実態および影響要因 
―質問紙調査をもとに― 












第 3節 研究方法 
1．調査地域・対象・期間 
2014 年 8-9 月にかけて，第 3 章と同じ地域である江蘇省 A 鎮の村幹部全員 121 名を対象
に，「高齢者に対する村幹部の支援実態に関する質問紙調査」を実施した．調査時，会議や
体調不良で 3名の村幹部が欠席したため，回収部数 118名，回収率は 97.5%であった． 
2．調査内容 
調査内容は村幹部担当初期の目的，支援意識，支援回数，支援困難性，今後の期待，個人
属性および村財源，の 6 項目で構成されている（表 4-1）．各項目の構成内容について，第











































第 4節 調査結果 
1．個人属性および村財源の特徴 
村幹部の基本属性および村財源についての単純集計の結果は表 4-2に示した．性別は，
男性 105名（89.0％），女性 13名（11.0％）で男性が多かった．年齢は，30代 12名
（10.2％），40代 50 名（42.4％），50代 49名（41.5％），60代 7名（5.9％）と 40代，50
代が多くを占めた．学歴では，高校 43名（36.4％）が一番多く，次は中学 30名
（25.4%），専門学校 21名（17.8％）であったが，大学は 0名であった．経験年数は，15
年以上-20年未満 35 名（29.7%）が一番多く，次いで 5年以上-10年未満 23名（19.5%），
10年以上-15年未満 19名（16.1%）であった． 
家庭経済は，普通 80 名（67.8％），次いで良い 22名（18.6％）が多かった．給料は，1














































































































会権威・地位の維持 50名（42.4%），12.収入の獲得 39名（33.0%），6.村民権益の擁護 21名
（17.8%），1.社会貢献 21名（17.8%）であった． 
 



























1．社会貢献をするため 40(33.9%) 25(21.2%) 32(27.1%) 18(15.3%) 3(2.5%) 3.69 1.17
2．村の経済を発展させるため 30(25.4%) 35(29.7%) 43(36.4%) 10(8.5%) 0(0.0%) 3.72 0.94
3．地域の秩序を維持し，社会安定を促進するため 45(38.1%) 36(30.5%) 17(14.4%) 20(16.9%) 0(0.0%) 3.90 1.10
4．高齢者を含む村民にサービスを提供するため 30(25.4%) 35(29.7%) 45(38.1%) 7(5.9%) 1(0.8%) 3.73 0.94
5．家庭関係，近隣関係の調和を促進するため 50(42.4%) 39(33.1%) 24(20.3%) 4(3.4%) 1(0.8%) 4.13 0.91
6．村民の合理的な権益(例え，土地徴用)を擁護するため 33(28.0%) 37(31.4%) 27(22.9%) 18(15.3%) 3(2.5%) 3.67 1.12
7．自分の能力を発揮するため 33(28.0%) 61(51.7%) 22(18.6%) 2(1.7%) 0(0.0%) 4.06 0.73
8．自分の人生価値を実現するため 30(25.4%) 64(54.3%) 17(14.4%) 5(4.2%) 2(1.7%) 3.97 0.85
9．自分が村幹部を担当できることを証明するため 33(28.0%) 55(46.6%) 23(19.5%) 7(5.9%) 0(0.0%) 3.97 0.85
10．社会資源（例え，人脈）を得るため 29(24.6%) 37(31.4%) 32(27.1%) 14(11.9%) 6(5.1%) 3.58 1.13
11．社会的地位，社会的名声・権威・面子を保つため 30(25.4%) 20(16.9%) 18(15.3%) 27(22.9%) 23(19.5%) 3.06 1.49
12．一定の収入を得るため 60(50.8%) 10(8.5%) 9(7.6%) 15(12.7%) 24(20.3%) 3.57 1.66
表4-4　村幹部担当初期の目的の単純集計の結果　　　　　　                                                                                      






















































































































因 子 基本属性 項 目 n 平均値（標準偏差） p
専門学校       　　　 21 3.32(0.82)
高　校      　　　 65 3.88(0.92)
中・小学校    　　　 32 3.79(0.82)
10年未満　　　　　　 34 3.99(0.86)
10年以上-20年未満   54 3.46(0.92)
20年以上             30 4.03(0.73)
良い　　　　　　　　 22 4.16(0.80)
普通                 80 3.72(0.88)



















































1．分散扶養五保老人に対して日常的な医療・生活の面倒を見る． 62(52.5%) 46(39.0%) 10(8.5%) 0(0.0%) 0(0.0%) 4.44 0.65
2．分散扶養五保老人を敬老院に入所させるために働きかける． 53(44.9%) 25(21.2%) 18(15.3%) 21(17.8%) 1(0.8%) 3.92 1.18
3．高齢者に新型農村社会養老保険・尊老金の説明・申請・上申を行なう．63(53.4%) 23(19.5%) 31(26.3%) 1(0.8%) 0(0.0%) 4.25 0.88
4．村レベルの医療事業を発展させる． 62(52.5%) 32(27.1%) 14(11.9%) 9(7.6%) 1(0.8%) 4.23 0.99
5．農村最低生活保障制度の申請・審査を行なう． 64(54.2%) 35(29.7%) 12(10.2%) 5(4.2%) 2(1.7%) 4.31 0.94
6．特困戸に救済金を分配し，住宅改装を実施する． 51(43.2%) 48(40.7%) 14(11.9%) 4(3.4%) 1(0.8%) 4.22 0.85
7．社会・国家に貢献した高齢者に慰問金を分配する． 54(45.8%) 47(39.8%) 12(10.2%) 3(2.5%) 2(1.7%) 4.25 0.87
8．大病患者に農村医療救助サービスを提供する． 48(40.7%) 45(38.1%) 20(16.9%) 4(3.4%) 1(0.8%) 4.14 0.88
9．高齢者に関する暴力・虐待ケースを調停する． 41(34.7%) 51(43.2%) 20(16.9%) 4(3.4%) 2(1.7%) 4.06 0.90
10．自然災害にあった時，高齢者の安否確認を行なう． 73(61.9%) 22(18.6%) 20(16.9%) 3(2.5%) 0(0.0%) 4.40 0.86
11．担当地域に犯罪があった時，警察と協力しあい対応する． 71(60.2%) 28(23.7%) 16(13.6%) 3(2.5%) 0(0.0%) 4.42 0.82
12．高齢者の急病時，医者に連絡し，病院に運んでいく． 54(45.8%) 32(27.1%) 19(16.1%) 10(8.5%) 3(2.5%) 4.05 1.09
13．高齢者に関する扶養問題を調停する． 81(68.6%) 21(17.8%) 15(12.7%) 1(0.8%) 0(0.0%) 4.54 0.75
14．家庭紛争を調停するため，村の他幹部（鎮・裁判所）と連携する． 69(58.5%) 28(23.7%) 17(14.4%) 1(0.8%) 3(2.5%) 4.35 0.94
15．高齢者の状況を把握するため，定期的に組（村）を巡回する． 47(39.8%) 49(41.5%) 13(11.0%) 8(6.8%) 1(0.8%) 4.13 0.92
16．農繁期「空巣老人」を手伝う人・農機を手配する人等に連絡する． 13(11.0%) 36(30.5%) 20(16.9%) 39(33.1%) 10(8.5%) 3.03 1.19
17．高齢者のために日常生活用品（油や米等）・薬品の購入を行なう． 28(23.7%) 31(26.3%) 27(22.9%) 21(17.8%) 11(9.3%) 3.37 1.28
18．近隣どうしの間で起こった畑の境界線の紛争を調停する． 68(57.6%) 33(28.0%) 12(10.2%) 4(3.4%) 1(0.8%) 4.38 0.87
19．村民と村の間で起こった土地紛争を調停する． 67(56.8%) 33(28.0%) 17(14.4%) 1(0.8%) 0(0.0%) 4.41 0.77
20．土地徴用の政策を該当の人に説明し，同意をしてもらう． 47(39.8%) 47(39.8%) 17(14.4%) 6(5.1%) 1(0.8%) 4.13 0.90
21．土地徴用の補償に関して鎮との交渉を行なう． 39(33.1%) 43(36.4%) 21(17.8%) 9(7.6%) 6(5.1%) 3.85 1.12
22．高齢者のために，高齢者活動室・運動機器を用意する． 10(8.5%) 35(29.7%) 26(22.0%) 15(12.7%) 32(27.1%) 2.80 1.35
23．高齢者のために，高齢者協会を創る． 8(6.8%) 26(22.0%) 26(22.0%) 19(16.1%) 39(33.1%) 2.53 1.33
24．高齢者のために，映画・トランプ・麻雀等の活動を開催する 11(9.3%) 21(17.8%) 19(16.1%) 31(26.3%) 36(30.5%) 2.49 1.34
25．「老年人権益保障法」等の国家法律を宣伝する． 47(39.8%) 27(22.9%) 28(23.7%) 15(12.7%) 1(0.8%) 3.88 1.10
26．村の道路・橋の修理，環境の改善を行なう． 68(57.6%) 30(25.4%) 12(10.2%) 6(5.1%) 2(1.7%) 4.32 0.97
27．鎮の競争的プロジェクトを申請し，村の経済発展に力を尽くす． 47(39.8%) 47(39.8%) 19(16.1%) 3(2.5%) 2(1.7%) 4.14 0.90
28．税費徴収，村の資金を統一的に計画する仕事を行なう． 41(34.7%) 49(41.5%) 22(18.6%) 3(2.5%) 3(2.5%) 4.03 0.93
表4-8　村幹部の支援意識の単純集計の結果





基本属性による支援意識の 5つのカテゴリーの平均の比較の結果を表 4-10に示した． 
社会保障の対応に影響を与える要因は年齢（F(3,114)=3.148, p<.05）であった．その




































































専門学校       　　 21 3.60(0.66)
高　校      　　　 65 3.97(0.56)
中・小学校    　　 32 3.88(0.54)
10年未満　　　　　　 34 4.17(0.54)
10年以上-20年未満 54 3.79(0.47)









専門学校       　　 21 3.07(0.64)
高　校      　　　 65 3.60(0.70)
中・小学校    　　 32 3.41(0.65)
10年未満　　　　　　 34 3.71(0.78)
10年以上-20年未満 54 3.21(0.63)
20年以上             30 3.61(0.58)
良い　　　　　　    22 3.82(0.69)
普通              80 3.44(0.68)










































散扶養五保老人の面倒は 11.0であり，次は 3.新型農村社会養老保険・尊老金と 5.農村最
低生活保障制度の受付・審査は 10.0であった． 
 
項　目 最大値 平均値 標準偏差
1．分散扶養五保老人に対して日常的な医療・生活の面倒を見る． 11.0 1.50 1.53
2．分散扶養五保老人を敬老院に入所させるために働きかける． 8.0 1.29 1.12
3．高齢者に新型農村社会養老保険・尊老金の説明・申請・上申を行なう． 10.0 1.53 1.46
4．村レベルの医療事業を発展させる． 6.0 1.28 0.91
5．農村最低生活保障制度の申請・審査を行なう． 10.0 1.56 1.48
6．特困戸に救済金を分配し，住宅改装を実施する． 5.0 1.32 0.87
7．社会・国家に貢献した高齢者に慰問金を分配する． 3.0 1.29 0.73
8．大病患者に農村医療救助サービスを提供する． 9.0 1.28 1.23
9．高齢者に関する暴力・虐待ケースを調停する． 5.0 1.00 1.02
10．自然災害にあった時，高齢者の安否確認を行なう． 4.0 1.19 0.81
11．担当地域に犯罪があった時，警察と協力しあい対応する． 3.0 1.09 0.67
12．高齢者の急病時，医者に連絡し，病院に運んでいく． 4.0 0.96 0.59
13．高齢者に関する扶養問題を調停する． 4.0 1.75 0.95
14．家庭紛争を調停するため，村の他幹部（鎮・裁判所）と連携する． 6.0 1.17 0.81
15．高齢者の状況を把握するため，定期的に組（村）を巡回する． 6.0 1.54 1.01
16．農繁期「空巣老人」を手伝う人・農機を手配する人等に連絡する． 5.0 0.99 0.93
17．高齢者のために日常生活用品（油や米等）・薬品の購入を行なう． 6.0 0.97 0.77
18．近隣どうしの間で起こった畑の境界線の紛争を調停する． 8.0 2.06 1.30
19．村民と村の間で起こった土地紛争を調停する． 5.0 1.80 1.05
20．土地徴用の政策を該当の人に説明し，同意をしてもらう． 3.0 1.39 0.67
21．土地徴用の補償に関して鎮との交渉を行なう． 4.0 1.08 0.64
22．高齢者のために，高齢者活動室・運動機器を用意する． 3.0 0.75 0.73
23．高齢者のために，高齢者協会を創る． 3.0 0.65 0.70
24．高齢者のために，映画・トランプ・麻雀等の活動を開催する 4.0 1.08 1.07
25．「老年人権益保障法」等の国家法律を宣伝する． 3.0 1.23 0.68
26．村の道路・橋の修理，環境の改善を行なう． 3.0 1.25 0.84
27．鎮の競争的プロジェクトを申請し，村の経済発展に力を尽くす． 4.0 1.18 0.71
28．税費徴収，村の資金を統一的に計画する仕事を行なう． 5.0 1.15 0.78
表4-11　支援回数の平均値と最大値

































































問題の調停 92名（78.0%），16.村財源の減少 87名（73.7%），2.人の機嫌を損ねる 82名
（69.4%），17.村独自のサービスの無さ 79名（66.9%），19.計画生育政策による困難 79名
（66.9%）であった．一方，困難性が低い項目は，9.担い手の不足 68名（57.6%），11.担
い手の限定 67名（56.8%），10.退職時の無保障 67名（56.8%），12.村幹部の高齢化 37名
（31.3%），20.控除される村財源 36名（30.5%）であった． 
 





















1．息子が多い場合，高齢者扶養問題の調停が難しい． 37（31.4%） 55（46.6%） 12（10.2%） 13（11.0%） 1（0.8%） 3.97 0.97
2．紛争調停の仕事は人の機嫌を損ねるため，仕事が難しい． 41（34.7%） 41（34.7%） 15（12.7%） 19（16.1%） 2（1.7%） 3.85 1.12
3．担当の組（村）に理不尽な村民がいるため，仕事が難しい． 11（9.3%） 34（28.8%） 42（35.6%） 22（18.6%） 9（7.6%） 3.14 1.07
4．村民は自らの義務を果たさないため，仕事が難しい． 11（9.3%） 31（26.3%） 53（44.9%） 18（15.3%） 5（4.2%） 3.21 0.96
5．村は高齢者のために活動室を設置したが，活用する高齢者が少ない． 26（22.0%） 44（37.3%） 36（30.5%） 10（8.5%） 2（1.7%） 3.69 0.97
6．農村では高齢者養老院を設置しても入所する高齢者が少ない． 44（37.3%） 19（16.1%） 29（24.6%） 25（21.2%） 1（0.8%） 3.68 1.20
7．家政婦サービスの費用が高いため，利用できる高齢者が少ない． 44（37.3%） 33（28.0%） 26（22.0%） 15（12.7%） 0（0.0%） 3.90 1.05
8．分散扶養五保老人は地域での生活が大変であるのにもかかわらず，鎮
の敬老院に入所しない．
50（42.4%） 13（11.0%） 30（25.4%） 17（14.4%） 8（6.8%） 3.68 1.33
9．村幹部の担い手が不足している． 7（5.9%） 12（10.2%） 31（26.3%） 19（16.1%） 49（41.5%） 2.23 1.26
10．村幹部は退職時の保障が少ない． 9（7.6%） 19（16.1%） 23（19.5%） 46（39.0%） 21（17.8%） 2.57 1.18
11．組長は当組の人しか担当できない． 6（5.1%） 18（15.3%） 27（22.9%） 28（23.7%） 39（33.1%） 2.36 1.23
12．現在村幹部はそろそろ高齢者になるので，仕事が難しい． 13（11.0%） 34（28.8%） 34（28.8%） 28（23.7%） 9（7.6%） 3.12 1.13
13．村幹部は仕事を行なう時間がない． 10（8.5%） 20（16.9%） 53（44.9%） 26（22.0%） 9（7.6%） 2.97 1.02
14．村幹部は疲れるだけで割に合わない役目である． 38（32.2%） 19（16.1%） 41（34.7%） 18（15.3%） 2（1.7%） 3.62 1.14
15．土地補償の水準が低いため，土地徴用の仕事が難しい． 35（29.7%） 23（19.5%） 50（42.4%） 9（7.6%） 1（0.8%） 3.69 1.01
16．農業税費改革後，村財源が減少したため，仕事が難しくなった． 41（34.7%） 46（39.0%） 18（15.3%） 12（10.2%） 1（0.8%） 3.97 1.00
17．村は高齢者に対する独自なサービスを打ち出さない． 47（39.8%） 32（27.1%） 31（26.3%） 7（5.9%） 1（0.8%） 3.99 0.99
18．村は独自な社会保障制度に応じる対策を打ち出さない． 43（36.4%） 27（22.9%） 32（27.1%） 15（12.7%） 1（0.8%） 3.81 1.09
19．計画生育政策は高齢者問題や新兵徴収の仕事に困難をもたらしている． 34（28.8%） 45（38.1%） 29（24.6%） 9（7.6%） 1（0.8%） 3.86 0.95
20．鎮は村の財源をコントロールしているため，村の仕事が進展しない． 50（42.4%） 16（13.6%） 16（13.6%） 32（27.1%） 4（3.4%） 3.64 1.36
表4-14　支援困難性の単純集計の結果





因子法を用いて因子分析を行った．固有値 1.00 以上を採用し，共通性 0.16 以下の項目お
よび因子負荷率 0.35 以下となる項目を削除した．スクリープロットや抽出された因子の信



















14.村幹部は疲れるだけで割に合わない役目である． 0.920 -0.107 0.059
1．息子が多い場合，高齢者扶養問題の調停が難しい． 0.772 -0.063 -0.107
4．村民は自らの義務を果たさないため，仕事が難しい． 0.769 -0.054 -0.029
2.紛争調停の仕事は人の機嫌を損ねるため，仕事が難しい． 0.730 0.050 -0.063
15.土地補償の水準が低いため，土地徴用の仕事が難しい． 0.563 0.046 0.024
16.農業税費改革後，村財源が減少したため，仕事が難しくなった． 0.539 0.261 0.152
サービスの不利用（α=.889）




6.農村で高齢者養老院を設置しても，入所する高齢者が少ない． 0.062 0.736 -0.126
18.村は独自な社会保障制度に応じる対策を打ち出さない． -0.019 0.709 -0.109
17.村は高齢者に対する独自なサービスを打ち出さない． 0.197 0.600 0.005
5.村は高齢者のため活動室を設置したが，活用する高齢者が少ない． 0.426 0.436 0.020
担い手・保障の不足（=.651）
9.村幹部の担い手が不足している． -0.045 0.049 0.780
10.村幹部は退職時の保障が少ない． 0.007 0.062 0.576
11.組長は当組の人しか担当できない． 0.072 -0.292 0.465






除外項目：     3．担当の組(村）に理不尽な村民がいるため，村幹部の仕事が難しい
       　      12.現在村幹部はそろそろ高齢者になるので，仕事が難しい．
       　      13.村幹部は仕事を行う時間がない．
         　    19.計画生育政策は高齢者問題や新兵徴収の仕事に困難をもたらしている．
               20．鎮は村の財源をコントロールしているため，村の仕事が進展しない．



































専門学校       　　 21 4.29(0.72)
高 校      　　 65 3.60(0.84)
中・小学校    　　 32 3.85(0.89)
10年未満　　　　　 34 3.26(0.80)
10年以上-20年未満 54 4.08(0.12)























養意識の向上 117 名（99.2%），12.給料の引き上げ 107名（90.7%），9.村財源の増加 106名
（89.9%），6.高齢者自らの権利擁護 105名（89.0%），4．老後のための貯金 101名（85.6%）
14．援助技術の向上 101名（85.6%）であった．一方，期待が低い項目は，22.家政婦サービ
スの発展 91 名（77.1%），20.高齢者定義の見直し 86 名（72.9%），21．養老院の設立 46 名
（39.0%），7.村サービスの活用 26名（22.0%），11．村幹部の養成 14名（11.9%）であった． 
 
（2）今後の期待のカテゴリーおよび平均値 

















1．子女は高齢者を扶養する意識を高める． 78(66.1%) 39(33.1%) 1(0.8%) 0(0.0%) 0(0.0%) 4.65 0.50
2．子女は迷信活動を止め，高齢者の生前の生活を支える． 52(44.1%) 44(37.3%) 17(14.4%) 5(4.2%) 0(0.0%) 4.21 0.85
3．村民は自分の権利を守るとともに，自分の義務を果たす． 51(43.2%) 30(25.4%) 36(30.5%) 1(0.8%) 0(0.0%) 4.11 0.87
4．50代の人は老後のため，お金を稼ぎ，貯金する． 28(23.7%) 73(61.9%) 13(11.0%) 4(3.4%) 0(0.0%) 4.06 0.70
5．高齢者は現在の状態に満足し，子女に余計な要求をしない． 21(17.8%) 59(50.0%) 25(21.2%) 10(8.5%) 3(2.5%) 3.72 0.94
6．高齢者自身は政策・法律を用いて自分の権利を守る． 74(62.7%) 31(26.3%) 11(9.3%) 1(0.8) 1(0.8) 4.49 0.77
7．高齢者が現存の活動室や運動機器などの村サービスを活用する． 39(33.1%) 34(28.8%) 19(16.1%) 25(21.2) 1(0.8) 3.72 1.16
8．地域での生活が困難な五保老人を敬老院に入所させる． 39(33.1%) 56(47.5%) 21(17.8%) 2(1.7%) 0(0.0%) 4.12 0.75
9．村の財源を増やす． 52(44.1%) 54(45.8%) 9(7.6%) 3(2.5%) 0(0.0%) 4.31 0.72
10．村幹部は高齢者に関する政策をきちんと執行する． 51(43.2%) 49(41.5%) 12(10.2%) 6(5.1%) 0(0.0%) 4.23 0.83
11．将来の村幹部の担当者を養成する． 40(33.9%) 41(34.7%) 23(19.5%) 14(11.9%) 0(0.0%) 3.91 1.00
12．村幹部の給料を引き上げる． 57(48.3%) 50(42.4%) 8(6.8%) 3(2.5%) 0(0.0%) 4.36 0.72
13．村幹部の退職時の保障を補助する． 49(41.5%) 49(41.5%) 16(13.6%) 4(3.4%) 0(0.0%) 4.21 0.80
14．仕事に関する理論知識・援助技術などを身につける． 39(33.1%) 62(52.5%) 17(14.4%) 0(0.0%) 0(0.0%) 4.19 0.67
15．政府は村に権限を与える． 18(15.3%) 50(42.4%) 43(36.4%) 7(5.9%) 0(0.0%) 3.67 0.81
16．鎮政府は村の財源をコントロールしない． 38(32.2%) 33(28.0%) 40(33.9%) 4(3.4%) 3(2.5%) 3.84 1.00
17．行政は高齢者に関する具体的な措置を打ち出す． 32(27.1%) 29(24.6%) 45(38.1%) 9(7.6%) 3(2.5%) 3.66 1.04
18．「老年人権益保障法」を具体化させる（介護．生活費など）． 45(38.1%) 25(21.2%) 35(29.7%) 10(8.5%) 3(2.5%) 3.84 1.11
19．「老年人権益保障法」に高齢者の最終期の病気・介護・日常的世
話などの内容を取り入れる．
38(32.2%) 32(27.1%) 39(33.1%) 7(5.9%) 2(1.7%) 3.82 1.01
20．社会は高齢者の定義を見直す． 9(7.6%) 14(11.9%) 9(7.6%) 8(6.8%) 78(66.1%) 1.88 1.38
21．農村で高齢者養老院を設立する． 42(35.6%) 16(13.6%) 14(11.9%) 27(22.9%) 19(16.1%) 3.30 1.54
22．農村で家政婦サービスを発展させる． 4(3.4%) 9(7.6%) 14(11.9%) 25(21.2%) 66(55.9%) 1.81 1.12
表4-17　村幹部の今後の期待の単純集計結果

































































今後の期待 基本属性 項  目 n m(SD) p
10年未満　　　　　　 34 4.14(0.41)
10年以上-20年未満 54 4.15(0.36)





専門学校       　　 21 2.85(0.73)
高 校      　　 65 3.39(0.70)
中・小学校    　　 32 3.41(0.76)
10年未満　　　　　　 34 3.46(0.69)
10年以上-20年未満 54 3.00(0.73)
20年以上          30 3.68(0.49)
良い　　　　　　   22 3.73(0.69)
普通            80 3.23(0.72)














































































































































社会保障の対応 緊急時の対応 家庭紛争の調停 土地紛争の調停 環境・組織の整備
貢献目的 .342
** -0.074 0.070 0.099 .316**
達成・権力目的 -0.003 0.111 0.010 0.081 -0.162













** 0.130 0.062 0.148 0.154




家庭紛争の調停（意識） 0.085 -0.159 .323
** 0.178 -0.016
土地紛争の調停（意識） 0.159 -0.121 0.134 .252
** 0.120
環境・組織の整備（意識） .332
** -0.124 0.083 0.054 .278**




































家庭紛争の調停（回数） 0.012 -0.047 -0.048
土地紛争の調停（回数） -0.049 0.011 -0.166
環境・組織の整備（回数） 0.056 0.010 0.093



































** 0.105 -0.086 -0.013
家庭紛争の調停 0.082 -0.076 -0.030 -0.160
土地紛争の調停 0.034 -.235
* -0.042 -0.167
環境・組織の整備 0.151 0.176 .209
* 0.167
注:**. 相関係数は 1% 水準で有意 (両側)，*. 相関係数は 5% 水準で有意 (両側)である．
表4-24　支援回数と今後の期待の相関分析











* 0.104 0.170 .356
**





















































































































































済への洞察力が鋭い．この 2 つの理由から 40 代の村幹部は 50 代より土地の価値をより知
っているために土地紛争への調停意識が高かった． 
 
新中国成立 人民公社 文化大革命 土地請負制度実施
























経験年数による影響について，経験年数 10 年以上-20 年未満の村幹部には以下の支援特
徴がある．第 1 に，経験年数 10 年以上-20 年未満の村幹部は貢献目的が低く，環境・組織
の整備意識も低かった．その理由は，表 4-28に示したようにそもそも 10年以上-20年未満
の村幹部はあまりやる気がない者が多いからである． 
第 2 に，経験年数 10 年以上-20 年未満の村幹部は高齢者の自立と法律の具体化・改正へ











10年未満 12(35.3%) 14(41.2%) 6(17.6%) 2(5.9%) 34(100.0%)
10年以上-20年未満 11(20.4%) 18(33.3%) 10(18.5%) 15(27.8%) 54(100.0%)
20年以上 13(43.3%) 11(36.7%) 5(16.7%) 1(3.3%) 30(100.0%)
合計 36(30.5%) 43(36.4%) 21(17.8%) 18(15.3%) 118(100.0%)
p<.05
表4-28　経験年数とやる気のクロス集計の結果
                                                                                   (n=118)
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2000-9000元 9001-1万元 1万元以上 合計
書記 1(11.1%) 1(11.1%) 7(77.8%) 9(100.0%)
主任 2(11.8%) 6(35.3%) 9(52.9%) 17(100.0%)
会計 1(6.7%) 3(20.0%) 11(73.3%) 15(100.0%)
組長 30(44.8%) 22(32.8%) 15(22.4%) 67(100.0%)
表4-29　職務と給料とのクロス集計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     （n=118)
担当初期の目的 職務 平均値 標準偏差 p
書記 4.19 0.79 n.s.
主任 3.50 0.83 n.s.
会計 3.72 0.99 n.s.
組長 3.78 0.87 n.s.
書記 4.03 0.84 n.s.
主任 3.85 0.67 n.s.
会計 4.02 0.69 n.s.



























































































第 6節 小括 


















第 5章 総合的考察 



































































































































































































加(序章)や留守児童の問題などの課題(第 1 章)，家族扶養の課題，高齢者の孤独問題(第 1
章)，農村部の都市化の進行による土地徴用の課題が多発している(第 1章)．このような村
民が抱えている生活課題に対応する役割が村幹部に強く求められている．これについては
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けたりしていた（第 3 章）．また，7 割強の村幹部は高齢者に新型農村社会養老保険と尊老
金の説明・申請，また鎮政府への報告が必要だと思い，季節 44ごとに 1回以上の頻度でこの
支援を行っていた（第 4章）． 




















                                                     
44 季節は 3か月を 1 つの季節と指し，1 月-3月を第 1季度，4月-6月を第 2 季度，7月-9 月を









た（第 3章）．また，約 8割の村幹部は村医療事業の発展が必要だと思い，季節ごとに 1回
以上の支援を行っていた（第 4章）． 
このような調査結果から村幹部は以下の 4 つの課題を克服していたと考えられる．第 1
に，高齢者の健康管理を行ない，家族負担を減軽させていた．第 2 に，A 鎮の 2011 年の報
告によれば，鎮内に中心衛生院 1か所，各村に 1か所の衛生所があり，A鎮では医療資源を
均衡的に分配している．第 3 に，A 鎮では 2011 年末に新型農村合作医療保険の加入率が
100％であることから，村民は新型農村合作医療保険を重要であると認識しているといえる．

























































式の際，特困戸に村の慰問金を渡したりしていた（第 3 章）．また，8 割以上の村幹部は農
村最低生活保障制度の申請・審査と特困戸への救済金の分配・住宅改装の実施が必要だと思
い，季節ごとに 1.5回の支援を行っていた（第 4章）． 
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本章では，本論の結論（第 1節）と今後の課題（第 2節）を述べる． 
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銭ら（2005） 浙江省杭州市の農村 ○ ○ ○ ○
梁（2006） 江蘇省揚州市の農村 ○
朱（2007） 福建省の沿海農村 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
徐（2008） 吉林省の農村 ○ ○ ○ ○
東ら（2008） 黒龍江省の農村 ○ ○ ○ ○
伍（2009） 全国調査の二次分析 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
侯（2010） 南通市の農村 ○ ○ ○ ○ ○
谷ら（2010） 河北省の農村 ○ ○
唐（2011） 湖南省邵陽県の農村 ○ ○
左（2012） 陝西省の農村 ○
袁ら（2012） 河北省の農村 ○ ○ ○ ○
張（2013） 河南省の農村 ○ ○ ○
杜（2013） 吉林省柳河県 ○ ○ ○ ○
韓ら（2013） 山西省臨汾市の農村 ○ ○ ○
舒ら（2014） 山東省臨沂市の農村 ○ ○ ○ ○
劉（2014） 河南省虞城県 ○ ○ ○ ○ ○
秦（2014） 陝西省安康市 ○ ○ ○ ○
張（2015） 河南省楼張村 ○ ○ ○ ○















武術 気功 民俗体育 水泳 山登り
梁（2006） 江蘇省揚州市の農村 ○ ○ ○ ○ ○
朱（2007） 福建省の沿海農村 ○ ○ ○ ○ ○
東ら（2008） 黒龍江省の農村 ○
伍（2009） 全国調査の二次分析 ○ ○ ○ ○
侯（2010） 南通市の農村 ○
谷ら（2010） 河北省の農村 ○ ○ ○ ○ ○
左（2012） 陝西省の農村 ○ ○ ○
袁ら（2012） 河北省の農村 ○ ○ ○ ○ ○ ○
張（2013） 河南省の農村 ○ ○ ○































高齢者活動室の活動に参加しているか． 78.8 12.5 6.6 2.6
グラウンドでの活動に参加しているか． 81.6 10.0 6.1 2.2
高齢者協会の活動に参加しているか． 68.1 18.0 9.9 4.0
表7-3　農村部高齢者が社会参加の場所および組織　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(％)
出典：伍(2009)「農村老年人精神文化生活的現状分析和政策思考」pp. 74より修正した．
高齢者活動室 48.5 15.3 29.8 33.8
グラウンド 41.9 18.8 31.4 32.3




















朱(2007) 福建省の農村 ○ ○ ○ ○ ○
谷ら(2010) 河北省の農村 ○ ○ ○ ○ ○
袁ら(2012) 河北省の農村 ○ ○ ○ ○ ○
張(2013) 河南省の農村 ○ ○


























朱(2007) 福建省の農村 ○ ○ ○ ○ ○
谷ら(2010) 河北省の農村 ○ ○ ○ ○ ○
袁ら(2012) 河北省の農村 ○ ○ ○ ○
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１、 グループインタビュー日期：   2013 年  月  日 









社会福祉学専攻 博士後期課程 2年 茆 海燕 






















調査者：東洋大学大学院 福祉社会デザイン研究科 社会福祉学専攻 博士後期 茆海燕 































東洋大学大学院 福祉社会デザイン研究科  茆 海燕 
東洋大学大学院  客員教授 野村 豊子  
アンケート調査に関して、ご質問がありましたら、下記までお問い合わせてください。 
お問合せ先：盤湾鎮盤西居民委員会四組   茆海燕 






①村民の選挙  ②前任村幹部の推薦  ③家族が以前村幹部を担当した経験 
④自己推薦  ⑤軍隊の退役  ⑥その他（              ） 
2、 村幹部として選ばれた時、当時のやる気はいかがですか．1つを選んでください． 



























1、社会貢献をするため 5 4 3 2 1 
2、村の経済を発展させるため 5 4 3 2 1 
3、地域の秩序を維持し、社会安定を促進するため 5 4 3 2 1 
4、高齢者を含む村民にサービスを提供するため 5 4 3 2 1 
5、家庭関係、近隣関係の調和を促進するため 5 4 3 2 1 
6、村民の合理的な権益(例え土地徴用)を擁護するため 5 4 3 2 1 
7、自分の能力を発揮するため 5 4 3 2 1 
8、自分の人生価値を実現するため 5 4 3 2 1 
9、自分が村幹部を担当できることを証明するため 5 4 3 2 1 
10、社会資源(例えば人脈)を得るため 5 4 3 2 1 
11、社会的地位、社会的名声、権威、面子を保つため 5 4 3 2 1 




















1、分散扶養五保老人に対して日常的な医療・生活の面倒を見る．  5 4 3 2 1 




 5 4 3 2 1 
4、村レベルの医療事業を発展させる．  5 4 3 2 1 
5、最低生活保障制度の申請・審査を行う．  5 4 3 2 1 
6、特困戸に救済金(慰問金)を分配し・住宅改装を実施する．  5 4 3 2 1 
7、社会・国家に貢献した高齢者に慰問金を分配する．  5 4 3 2 1 
8、大病患者に大病農村医療救助サービスを提供する．  5 4 3 2 1 
9、高齢者に関する暴力・虐待ケースを調停する．  5 4 3 2 1 
10、自然災害にあった時、高齢者の安否確認を行う．  5 4 3 2 1 
11、担当地域に犯罪があった時、警察と協力しあい対応する．  5 4 3 2 1 
12、高齢者の急病時、医者に連絡し、病院に運んでいく．  5 4 3 2 1 
13、高齢者に関する扶養問題を調停する．  5 4 3 2 1 
14、家庭紛争を調整するため、村の他幹部(鎮・裁判所)と連携する．  5 4 3 2 1 
15、高齢者の状況を把握するため、定期的に組(村)を巡回する．  5 4 3 2 1 
16、農繁期「空巣老人」を手伝う人・農機を手配する人等に連絡する．  5 4 3 2 1 
17、高齢者のために日常生活用品(油や米等)・薬品の購入を行う．  5 4 3 2 1 
18、近隣どうしの間で起こった畑の境界線の紛争を調停する．  5 4 3 2 1 
19、村民と村の間で起こった土地紛争を調停する．  5 4 3 2 1 
20、土地徴用の政策を該当の人に説明し、同意をしてもらう．  5 4 3 2 1 
21、土地徴用の補償に関して鎮との交渉を行う．  5 4 3 2 1 
22、高齢者のために、高齢者活動室・運動機器を用意する．  5 4 3 2 1 
23、高齢者のために、高齢者協会を創る．  5 4 3 2 1 
24、高齢者のために、映画、トランプ、マージャン等の活動を開催する．  5 4 3 2 1 
25、「老年権益保障法」等の国家法律を宣伝する．  5 4 3 2 1 
26、村の道路・橋の修理、環境の改善を行う．  5 4 3 2 1 
27、鎮の競争的プロジェクトを申請し、村の経済発展に力を尽くす．  5 4 3 2 1 
















































1、息子が多い場合、高齢者扶養問題の調停が難しい． 5 4 3 2 1 
2、紛争調停の仕事は人の機嫌を損ねるため、仕事が難しい． 5 4 3 2 1 
3、担当の組(村)に理不尽な村民がいるため、村幹部の仕事が難しい． 5 4 3 2 1 
4、村民は自らの義務を果たさないため、仕事が難しい． 5 4 3 2 1 
5、村は高齢者のため活動室を設置したが、活用する高齢者が少ない． 5 4 3 2 1 
6、農村で高齢者養老院を設置しても、入所する高齢者が少ない． 5 4 3 2 1 
7、家政婦サービスの費用が高いため、利用できる高齢者が少ない． 5 4 3 2 1 
8、分散五保老人は地域での生活が大変であるのにもかかわらず、鎮の敬老
院に入所しない． 
5 4 3 2 1 
9、村幹部の担い手が不足している． 5 4 3 2 1 
10、村幹部は退職時の保障が少ない． 5 4 3 2 1 
11、組長は当組の人しか担当できない． 5 4 3 2 1 
12、現在村幹部はそろそろ高齢者になるので、仕事が難しい． 5 4 3 2 1 
13、村幹部は仕事を行う時間がない． 5 4 3 2 1 
14、村幹部は疲れるだけで割りに合わない役目である． 5 4 3 2 1 
15、土地補償の水準が低いため、土地徴用の仕事が難しい． 5 4 3 2 1 
16、農業税費改革後、村財源が減少したため、仕事が難しくなった． 5 4 3 2 1 
17、村は高齢者に対する独自なサービスを打ち出さない． 5 4 3 2 1 
18、村は独自な社会保障制度に応じる対策を打ち出さない． 5 4 3 2 1 
19、計画生育政策は高齢者問題や新兵徴収の仕事に困難をもたらしている． 5 4 3 2 1 

















1、子女は高齢者を扶養する意識を高める． 5 4 3 2 1 
2、子女は迷信活動を止め、高齢者の生前の生活を支える． 5 4 3 2 1 
3、村民は自分の権利を守るとともに、自分の義務を果たす． 5 4 3 2 1 
4、50 代の人は老後のため、お金を稼ぎ、貯金する． 5 4 3 2 1 
5、高齢者は現在の状態に満足し、子女に余計な要求をしない． 5 4 3 2 1 
6、高齢者自身は政策・法律を用いて自分の権利を守る． 5 4 3 2 1 
7、高齢者が現存の活動室や運動機器等村サービスを活用する． 5 4 3 2 1 
8、地域での生活が困難な五保老人を敬老院に入所させる． 5 4 3 2 1 
9、村の財源を増やす． 5 4 3 2 1 
10、村幹部は高齢者に関する政策をきちんと施行する． 5 4 3 2 1 
11、将来の村幹部の担当者を養成する． 5 4 3 2 1 
12、村幹部の給料を引き上げる． 5 4 3 2 1 
13、村幹部の退職時の保障を補助する． 5 4 3 2 1 
14、仕事に関する理論知識・援助技術等を身に付ける． 5 4 3 2 1 
15、政府は村に権限を与える． 5 4 3 2 1 
16、鎮政府は村の財源をコントロールしない． 5 4 3 2 1 
17、行政は高齢者に関する具体的な措置を打ち出す． 5 4 3 2 1 
18、『老年権益保障法』を具体化させる(介護、生活費等)． 5 4 3 2 1 
19、『老年権益保障法』に高齢者の最終期の病気、介護、日常世
話等の内容を取り入れる． 
5 4 3 2 1 
20、社会は高齢者の定義を見直す． 5 4 3 2 1 
21、農村で高齢者養老院を設立する． 5 4 3 2 1 





①男性    ②女性 
2、 あなたの年齢はおいつくですか．1つを選んでください． 
①20-30歳  ②30-40歳  ③40-50 歳  ④50-60 歳  ⑤その他(   ) 
3、 あなたの学歴は何ですか．1 つを選んでください． 
①大学 ②専門学校 ③職業中等学校 ④普通高校 ⑤技術労働学校 
⑥中学校 ⑦その他(     ) 
4、 あなたは現在村民委員会の中でどのような職務を担当していますか．(複数回答) 
①党支部書記 ②村主任 ③会計 ④村副主任 ⑤治保主任 ⑥婦女主任 ⑦聯防主任 
⑧共青団主任 ⑨村民小組組長 ⑩その他(      ) 
5、 あなたは村幹部の仕事について、今まで何年間従事していますか．1 つを選んでください． 
①5年未満 ②5年以上-10年未満 ③10年以上-15年未満 ④15年以上-20 年未満 
⑤20年以上-25 年未満 ⑥25 年以上-30年未満 ⑦30年以上 
6、あなたは村幹部の仕事以外に、主に従事している職業は何ですか．(複数回答) 
①伝統的農業 ②自営業(商店等) ③企業の職員 ④養殖業(鶏、魚、海老、蚕、豚等) 
⑤農機操作 ⑥建築業 ⑦特色農業 ⑧その他(     ) 
7、あなたは自分の家族の経済状況をどう思いますか．1つを選んでください． 
①非常に良い  ②良い  ③普通  ④あまり良くない  ⑤良くない 
8、あなたは毎年補助を含む給料がどのぐらいがありますか．1つを選んでください． 
①2000-3000 元 ②3001-4000 元 ③4001-5000元 ④5001-6000元 ⑤6001-7000 元 
⑥7001-8000 元 ⑦8001-9000 元 ⑧9001-10000元 ⑨10000元以上 
9、あなたは現在の給料に満足していますか．1つを選んでください． 
①非常に満足 ②やや満足 ③普通 ④あまり満足していない ⑤全く満足していない 
10、あなたは退職時の年金がありますか．1つを選んでください． 
①ある     ②ない 
11、あなたは共産党に加入していますか．1つを選んでください． 
①している   ②していない 
12、あなたは村の財源に対してどのように思いますか．1つを選んでください． 
①非常に良い  ②良い  ③普通  ④あまり良くない  ⑤良くない 
